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1共 通 主題設定 の理 由

〈課 題〉

(1)「 基礎 ・基本 を確実 に身 に付 ける こと」 と 「個性 を生かす教育 」

② 「自 ら課題 を見っ け、 自ら学 び、 自 ら問題 を解決 して い く」数学学習の実現

(3)課 題学習 の充実 ・選択教科 として の 「数学」の拡充

(4)身 近 な題材、実生活 との関連 とは

(5)な ぜ、数学 を学ぶ のか(数 学 を学ぶ意義を知 る)

(6)「 計算 はで きるが数学 は好 きではない」

(日本 の中学2年 生 の国 際数学教育調査の結果)

ε ↓
〈研究主題〉

共通テーマ 数 学 的 活 動 の 充 実 を 図 る 指 導 の 工 夫

↓ ↓
〈 数 学 的 活 動 〉

◆ 中学校学習指導要領(平 成10年12月)解 説 数学編 一

日常、不思議 に思 うこと疑問 に思 うことなど、既 に身 に付 けた知識 を もとによ く観

察 し問題点 を整理 した り、見通 しを もって結果を予想 したり、解 決す るための方法 を

工夫 した り、 た どり着 いた結果 につ いて も振 り返 って考え た り、 また、事象の中 に潜

む関係 を探 り規則性 を見 いだ した り、 これ を分か りやす く説明 したり一般化 した りす

るなどの活動 である。

《数学的活動 …… 内的行為 と外的行為 との関係》

ア)外 的行為 ⇒ 計算処理 や図形 の具体的操作 など客観的 に観察が可能 な活動

イ)内 的行為 ⇒ 類推 した り、振 り返 って考えた りす るなどの内面的 な活動

※知的充足 は、 ア)と イ)の 活動 の相互的かっ循環的な活動 に依存す る。

ア)の 活動が 目的 に応 じて 自由にで きるようにな ることは大切であ るが、特 に論理 的、

抽象的 な思考が次第 にで きるよ うにな る中学生の発達段階で は、 イ)の ような内 的 な

思考活動 を活発 に行 えるよ うにす る必要が ある。

2各 分科会主題名

共通主題 を うけ、次 の3っ の分科会主題を決 め、研究を深 める ことに した。

1班 課題 学習

自ら学 び 自ら考 え る力 を育

成 す る課題学習 の工 夫

事象

理 的

業の

2班 図形領域

事象 を多面 的に とらえ、 論

理 的に考 え る力 を伸 ばす授

業の工 夫

3班 選択教科 と しての数学

楽 しみなが ら自らの課題 に取 り

組 む選択授業 の工夫
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1班(課 題学習)

1研 究の構想

自ら学び自ら考える力を育成する課題学習の工夫

生徒の実態

・受身で、記 憶 は得意 だが 自 ら調べ判断

し考え る力が十分で はない。

・数学 の必要 性 を感 じて いない。

・数学を身近な ものとして感 じていない。

・分か る授業を期待 してい る。

・適度 な困難性が ある課題を解決 したい。

指導の現状 と課題

・興味、関心をもたせる授業の工夫が一

層求あられる。

・生徒の活動を取 り入れた授業が十分で

はない。

・数学的活動を取 り入れた教材の開発が

課題となっている。

研究のね らい

・日常の事象に関連 した課題学習に主体的に取 り組むことにより、数学的活動が充実

し、数学を学ぶ ことの楽 しさを味わい、自ら問題解決 しようとする態度が身に付 く。

研究の内容 ・方法

1.移 行期 として、第1学 年における課題学習を試行する。

2.日 常の事象に関連 した 「宅配便」を取 り上げる。

3.宅 配便の箱の種類の数や宅配便の箱に詰めることので きるおみやげの個数を考え

させ、数学的な見方や考え方のよさを知 らせる。

4.自 ら課題を選択する場を設定 し、主体的な学習活動を促す。
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皿 研 究 の 内容

1指 導 計 画 と指 導 事 例

(1)単 元 名 第1学 年 課 題 学 習 「宅 配 便 にっ いて 」

② 指 導 計 画 ・宅 配 便 にっ いて 知 り、 条 件 を 満 た す 箱 を 数 え 上 げ る。(1時 間)

・箱 に入 る お みや げ の個 数 を求 め る。(1時 間)… 【本 時 】

(3)目 標 第1時 ・条 件 に適 した箱 の種 類 を探 す た め に は、 数学 的 な見方 や考 え方 を使 う と、

効 率 的 に探 す こ とが で き る こと に気 付 く。

・縦 、 横 、 高 さの和 が 一 定 の 箱 の 体 積 は異 な る こ とを 知 る。

第2時 ・お みや げが 一 番 多 く入 る箱 を予 想 し、 具 体 的 に求 め る。

・箱 に お み や げ を た くさん 入 れ る に は ど の よ うな 要 素 が 必 要 か を 考 え る。

(4)指 導 事 例

① 第1時

導

入

展

開

学 習 活 動

宅 配 便 の 料 金 は何 に よ って 決 ま る と思 い ます か。

・宅 配 便 の 料 金 体 系 にっ いて 調 べ 発 表 す る。

〔予 想 され る生 徒 の反 応 〕

・料 金 は送 り先 に よ って 異 な る。

・縦 、横 、 高 さの 和 に よ って 料 金 は決 ま る。

・重 さ に よ って 料 金 は決 ま る。

・ ワ ー ク シ ー ト① の 配 布

課 題1縦 、 横 、 高 さ の 和 が120cmの 箱 を 考 え

よ う。(長 さ は10の 倍数 とす る)

・ ワ ー ク シ ー ト① に 記 入 す る
。

課 題2あ な たが お み や げ を送 る と した ら どの

箱 を 選 び ます か 。

〔予想 され る生 徒 の 反 応 〕

・わ か らな い ・何 を 送 るの ・大 き さ は

「箱 が 大 きい」 こ とは何 に よ って判 断 しますか 。

・体積 を計 算 し、 ワークシート1に 計 算 結 果 を記 入 す る。

指 導 上 の 留 意 点

・宅配 便 に っ いて興 味を もた せ る。

・あ らか じめ 資料 を用 意 す る。

・料 金体 系 に つ い て 自分 な り に決

ま りを 見 っ け させ る。

・縦 、横 、 高 さの 区 別 が必 要 な い

こ とを理 解 させ る。

・す べ て の 場 合 を 考 え る こ と が で

きた か。 【評価 の観 点 】

・発 表 され た 順 に、 ラ ンダ ム に 教

具 を並 べ る。

・個 人 で 考 え させ 、 ワ ー ク シー ト

に記 入 させ る。

・多 くの 発 想 が 引 き出 せ る よ う雰

囲 気 づ くり に努 め る。

・長 さの和 が120cmの 箱 は12種 類 で
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・体積が小 さい ものか ら順 に箱①か ら箱⑫ まで 番号 あ る こ と に気 付 か せ る。

を っ け る 。 ・効率 的な数 え上 げ方 に気付 いた

か 。 【評 価 の観 点 】

・数 学 的 な美 しさを感 じ取 らせ る。

ま

と

め

・自 己評 価 カ ー ドに記 入 す る。 ・料金が同 じ箱で も体積が異なるこ

とに気付 いたか。【評価の観点】

② 第2時

前 時 に学 習 した こ とを 確 認 す る。導

・縦 、 横 、 高 さの和 が120c皿 の箱 は12通 りあ る。

・縦 、 横 、 高 さの 和 が 同 じで も体 積 は異 な る。

・ ワ ー ク シ ー ト② を 配 布 す る 。

指 導 上 の 留 意 点

・自 己 評価 カ ー ドを も と に発 表 さ

せ る。

・課 題 の 意 識 付 けを 行 う。

・実 物 大 の 箱 を使 い、 説 明 す る。

お み や げ を1っ の箱 で た くさ ん送 りた い。A、B、Cの おみ や げ は そ れ ぞ

れ の 箱 に何 個 入 れ る こ とが で きま す か。(但 し、 箱 の厚 さは考 え な い)

A…10x10x70B…10x20x30C…20x20x20

・個 人 で お み や げA ,B,Cの い ず れ か1っ を

選 び、 選 ん だ おみ や げが 一 番 多 く入 る箱 を 予

想 す る。

・そ れ ぞ れ の 箱 に何 個 入 るか求 め記 入 す る。

・ヒ ン トシー トが 必 要 な場 合 に は取 りに行 く。

グ ル ー プ学 習

・A ,B,Cを 選 ん だ生 徒 ど う しで グル ー プ を

作 り、 答 え の 確 認 を す る。

・黒 板 に答 え を 記 入 す る。

。予 想 した もの を振 り返 る。

・ヒ ン トシー トな ど を使 って考 え方 を 発 表 す る。

・気 が 付 い た こ とを発 表 す る。

〔予 想 され る生 徒 の反 応 〕

・入 れ る箱 に よ って入 るお み や げ の個 数 は異 な る。

・送 る もの に よ って入 る個 数 は異 な る。

-4一

。見 通 しを も って 結 果 を予 想 す る

こ とが で きたか。 【評 価 の観 点】

・予 想 した もの を ワー ク シー トに

記 入 させ る。

・問 題 の 意 味 が 分 か らな い生 徒 に

は適 宜 説 明 す る。

・自 ら調 べ 、 粘 り強 く考 え続 け る

こ とがで きたか。 【評 価 の観 点】

・机 間 指 導 しな が ら同 じお み や げ

を選 択 して い る もの ど う しで グ

ル ー プ を作 るよ う指 示 を す る。

・相 手 に わ か るよ うに説 明 した り、

表 現 させ る。

・お み や げBの 箱 ⑤ ⑨ ⑫ に関 して

は正 解 が 出 な か った 場 合 に は 深

入 りを せ ず次 時 に取 り組 ませ る。

・結 果 を振 り返 って 考 え させ る。

・個 人 で考 え させ る。



おみやげをた くさん送 るときにはどんな要 素 が

導 関 係 す るか 。

〔予想 される生徒 の反応〕

入 ・体 積 が大 きい こ と。 ・入 れ 方 を工 夫 す る。 ・数学 的な見方 や考 え方 を深 め ら

・す き 間 が な い こ と
。 れ た か。 【評 価 の観 点 】

ま
・自 己評 価 カ ー ドを記 入 す る。

と

め

発展課題

箱① ～箱⑫ の箱 に10×10×50の おみや げAを4個 、10×20×30の おみやげBを3個 を1っ

の箱で送 りたい。 どの箱 な らば送 ることがで きるで しょうか。

【資料】ワー クシー ト①

1年 組 脅氏名

陳題1長 さの和が120wの 箱を考 えよう.

(た だし,長 さは10の 倍 数とする。〕

「,

,,

P,

.,

「 ■

,,

,,

,r

,,

,,

,,

,,

,冒

PP

「P

鳳題2あ なたがおみやげ を送るとしたらどの箱を選びますか.

理 由

〔資糾1ワ ークシー ト②1年 組 魯氏名一 一

.｠3お みやげを1つ の箱でた くさん送りたい.

A.B,Cの おみやげはそれぞれの箱に何胴入れる ことがで書ますか。

(た だし、籍の厚 さは脅えないものとする.〕

A…tOxtox70

810x20x30

C20xyOx20

予 想 ・一 … □ ・ロ ー ・入れ・ことが・一 ・

A 8 C

籍①LOx10xlOO葦lOOOO

繍②10x20×90=18000

縞③kO×30x80準24000

箱④lox40×70冨28000

篇⑤ 旦ox50×60=30000

働⑥20x20x80皇32000

繍⑦20×30×70i42000

箱③20x40x60=48000

M●20xSOx50=50000

箱⑩30×30x60=54000

霜⑪30×40x50盟60000

篇⑫40x40×40冒64000

fの 衰をみて気がついたことを記入 しなさい.

おみやげをたくさん送るときにはどんな要素が必畏か記入 しなさい.

皿 授 業 の ま とめ

1自 己評 価 カ ー ドの ま と あ

① 長 さの 和 が120cmの 箱 を うま く

探 す ことが で き ま したか 。

うま くで きた で きた うま くで きなか った

52% 41% 7%
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② お み や げA、B、Cの うち何 を選 び ま した か。

ま た その 理 由 は何 で す か。

A B C

4% 11% 85%

③ 「箱 に何 個 入 れ る こ とが で き ます か 」 と い う質

問 に対 して積 極 的 に考 え る こ とが で き ま したか。

積極的であった 普 通 消極的であった

39% 54% 7%

④ 「箱 に何 個 入 れ る こ とが で き ます か 」 と い う質

問 に対 して どの よ うな 方 法 で 考 え ま したか 。

ヒ ン ト シ ー ト そ の 他

79% 21%

鰍 鷲鴨 繍纏繍鱒魏纒 欝鵜 き誰

繍

羅

概唾継

　ゼ

離

毒

舞
詮艶

ロむあ ぼ ド

ζ載 、』.毒
【
.鰐1・LE4ζ ・峯

ほ が 　ロじ は

聡::藪鰐

;麦鍼=醤

i毒裟 慧
1鍼.∫,Lh

穐1瞭

防;

卸腓 聖 、

F,.;.蜜

⑤1時 間 目の授 業 で 発 見 した こと、 不 思 議 に思 った こ とは何 です か。

・箱 の サ イ ズ で値 段 が決 ま る こと な ど、 宅 配 便 につ い て い ろ い ろ な こ とを理 解 で きた。

・体 積 で箱 の大 き さが 分 か る こ とが す ごい。

・他 に は大 き さを比 べ る方 法 は な い のか と思 った。

・宅 配 便 の こ と(身 近 な こ と)が 数 学 に もっ な が って く る。

・縦 、 横 、 高 さが 均一 な ほ ど、 体 積 が 大 きい とい う こ と。 ま た 逆 に10×10×100の よ う に つ

り合 い が 悪 い ほ ど体 積 が 小 さ くな る とい う こ と。

・体 積 が違 って も料 金 が 同 じだ とい う こ とが分 か った。

・12通 りの箱 の 大 き さ(サ イ ズ)が あ りび っ く り した。

・よ く考 え る と、 箱 って 不 思 議 だ な。

・箱 は奥 が 深 い。

⑥ 箱 の種 類 と入 るお み や げ の個 数 の表 を み て何 に気 が 付 き ま した か 。

・入 れ方 、向 き(角 度)を 変 えて 、い ろい ろ な入 れ方 を す ると予想 以 上 に入 る こ とが わか った。

・箱 が大 き くて も入 らな い と きが あ る。 大 き さが大 きい だ けで はだ め だ と思 った。

・縦、 横 、 高 さが1っ で も合 わ な い とお み や げ が一 っ も入 らな い。

・体積 だ けで は何 個 入 るか 分 か らな い。

・大 きな箱 で も、 どん な もの で も入 る とい うわ けで はな い。

⑦ お み や げ を た くさん 送 る と きに は どん な 要素 が必 要 で す か 。

・箱 の 大 き さ。 縦 、 横 、 高 さ を バ ラ ンスよ く考 え た もの 。

・入 れ 方 の 工 夫 が 必 要 。(入 れ 方 、 向 きを変 え た り隙 間 な く等 、 い ろい ろ な方 法 で 考 え る)

・入 れ るお み や げ と同 じよ うな形 の箱 を 選 ぶ 。
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⑧ 授 業 の 感 想

・いっ もの 授 業 と は違 い、 ゲ ー ム感 覚 で で きて、 とて も楽 しか った。

・最 初 の方 は あ ま り理 解 で き な くて 先 生 に教 え て も ら って い た けれ ど、 み ん な の答 え や考 え

方 等 を聞 い て い る と 「な る ほ ど」 な ど と思 い 、 だ ん だ ん 理 解 して い くこ とが で きた。 答 え

が わか った りす る とけ っ こ う楽 しい。

・日常 的 に役 に立 っ と思 い ます 。

・数 学 とい う難 しさ を感 じな か った。

・こ うい う授 業 が好 き。 ま た今 度 や りた い。 よ くわ か った。 普 段 の勉 強 と全 然 違 っ た。

・微 妙 に楽 しか った。

・こ うい う授 業 を求 め て い た ん だ。

・楽 しか った。 とて も簡 単 な よ うで難 しか った の で お も しろ か った。

・楽 し く参 加 で き た。 考 え る力 が少 し身 に付 い た。

・いっ も積 極 的 にや らなか っ た け ど、 今 日 はよ くで きた。

・じ っ く りと考 え た ことが 楽 しか った。

・箱 に多 く入 れ られ る方 法 が わ か った 。 とて も勉 強 に な りま した 。

2授 業 の考 察

・宅 配 便 を利 用 した生 徒 が ほ とん ど い な い ので 、 導 入 で は数 社 の資 料 を用 意 して 、 調 べ させ

た。 生 活 に密 着 した題 材 を取 り上 げ た こ とで 、 「宅 配 便」 にっ い て 興 味 ・関 心 の動 機 付 け

にな り、 意 欲 的 に取 り組 も う とす る姿 勢 が み られ た。

・宅 配 便 の料 金 設 定 の一 っ で あ る箱 の サ イ ズ とい う項 目か ら、 箱 を数 え上 げ させ た。 多 くの

生 徒 は12種 類 の 箱 を す べ て 数 え上 げ る こ とが で きたが、合理 的 に探 して い る生 徒 は少 なか っ

た。

・体 積 の計 算 の 際 に、 位 取 りを間 違 え た り、 時 間 の か か る生 徒 が 少 な くな か った。

・課 題3で は お み や げ を 自 由 に選 択 させ た こ とで 他 人 任 せ に な らず 、 自分 に責 任が 出 て きた。

お み や げ の選 択 肢 を あ げ た こ とは、 生 徒 が 自主 的 に取 り組 む力 の一 助 と な っ た。

・個 人 で ヒ ン トシー トな どを使 って調 べ た こ と を、 生 活 班 で は な く同 じ課 題 に取 り組 ん だ 集

団 で班 を編 成 す る こ とで、 よ り一 層 ね ば り強 く問 題 に取 り組 ん で い た。 さ らに、 他 者 か ら

の 意 見 や考 え 方 を知 る こ とで、 理 解 にっ な が った り、 難 しい お み や げ の入 れ方 に っ い て は

試 行 錯 誤 しな が ら考 え て い た。3っ の箱 の選 択 に は偏 り(お み や げCの 立 方 体)が あ った

が 早 くで き た生 徒 に は、他 の お み や げ に取 り組 ませ た。

・お みや げ を箱 の 中 に い くっ 入 れ るか と い う こ とで 、 何 を ど の箱 に入 れ るか 困惑 して い る場

面 が み られ た。 そ の た め実 物 大 の模 型 を 用 意 し、 それ を 使 って 提 示 す る ことで 題 意 が理 解

で きた。

・(箱 の体 積)÷(お み や げ の体 積)と い う計 算 か ら何 個 お み や げ が入 る か考 えて い る生 徒 が

少 な か らず い た。
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IV研 究 の ま とめ

1日 常 の 事 象 に関 連 した題 材 の工 夫

身 近 に あ る宅 配 便 を取 り上 げ、 お み や げが そ れ ぞ れ の 箱 に何個 入 るかを考 え させ た。 また、

お み や げA、B、Cの サ イ ズを 工 夫 し、Aは 細 長 い もの、Bは 向 き を変 え る こと に よ りい ろ

い ろ な入 れ方 の考 え られ る もの 、Cは 立 方 体 と した。 お み や げが 箱 に何 個 入 るか とい った一

見 簡 単 そ うに 見 え るた め 、 一 人 一 人 の 生 徒 が そ の解 決 に興 味 を も って積 極 的 に取 り組 み、 そ

の主 体 的 な追 究 を 最 後 まで 持 続 した。 しか しなが ら 「箱 は奥 が深 い」 とい う生 徒 の感 想 に あ

る よ うに、 この 課 題 は適 度 な困 難 性 を備 え て お り、 発 達 段 階 に適 して い た。

2数 学 の有用性 を感 じさせ る数学 的活動 の工夫

生徒 におみや げを自由に選択 させ、一 番多 く入 る箱 を予想 させ(内 的思考)、 お みや げ を

それぞれの箱 に何個入 るか、具体 的に求 め させ(外 的思考)、 その結果 を振 り返 って考 え さ

せ た。(内 的思考)生 徒 は このよ うな数 学 的思考 を通 して、 数学 の授 業 で学 習 した ことが

「日常 に役立 つ」 と数学 の有用性 を感 じた。 さらに、生 徒の中 には、 単 に楽 しか った とい う

ことだけで はな く、 「じっくりと考 えた ことが楽 しか った」 と活動 を通 して数 学 を学 ぶ こと

の楽 しさや充実感 を感 じて いた。

3自 ら問題解 決を しようとす る態度 の育成

課題3に おいて、生徒が 自 ら課題 を選択 し、主体 的に問題 を解決 して い く活動 を通 して数

学 的な見方 や考え方が さ らに深 ま り、課題学習 が一層活 発 に行 えた。

また、普 段数学が苦手 だ と感 じてい る生徒 で も、 「こうい う授業 を求 めていた。」 とい う感

想を書 いて いるよ うに、主体 的に問題解決 を しようとす る意欲 を もたせ る教材で ある。

V今 後 の 課 題

1今 回 の学 習 課 題 で は 「お み や げ」 を底 面 と平 行 に な る よ うに入 れ る と い う条 件 を つ け た。

3年 次 の 「三 平 方 の定 理 」 を 学 習 した 後 な らば、 「な な め」 に入 れ る と ど う な る か 考 え る こ

とが で きる。 さ らに は、 球 や 円 柱 な どの 立 体 を箱 に入 れ る とい うよ うに発 展 させ る こ とが で

きる。

2具 体 的活動 を通 して得 られ た結果や その過程 にっ いて、事 象の中に潜 む関係を探 り規則性

が見 いだせ る教 材の開発が望 まれ る。

3課 題 の解 決 に い た る まで の 「関心 ・意 欲 ・態度 の評 価」 を 工 夫 す る こ と は、 課 題 学 習 に お

い て は特 に重 要 で あ る と考 え る。

4日 常 に関連 した事象 の課題 を選ぶ ことは大切で あるが、生徒 に とっては必 ず しも身近 でな

いこと もあるので、事前 に実 態調査 も必要で ある。
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5空 間認識 を養 うことは難 しいことであ る。今回の課題 解決 において も作 図によ る念頭 的操

作活動 と具体物 を使 って体験す る活動のバ ラ ンスを考えなが ら、生徒 の解決 しよ うとす る意

欲 を喚起す る ことが大切で ある。

6生 徒が課題 を解決 するための方法が一通 りで な く、作図や視聴覚機 器 など多岐にわ たるア

プローチで解決で きるよ うに題材 を設定す る必要が ある。

ヒ ン ト シ ー ト表
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2班(図 形)

1研 究の構想

事象 を多面 的に とらえ、論理 的 に考え る力を伸ばす授業 の工夫

～数学的活動の楽 しさを体験 し、発見の喜びを知る。～

生 徒 の 実 態

・個 々の習熟 の程度や意欲の差が大 きい。

・過程 より も結果 を重視す る。

・証明問題 は苦手 である。

・抽象的な もの よ りも、具体的 な ものの

方 に興 味を示 しやす い。

・理解 したい、分 か りたい とい う願 いを

持 って いる。

指 導 の現 状 と課 題

・定理 ・公式を導き出す ことよりも、そ

れらを用いた演習に重点を置きがちで

ある。

・生徒自らの考えを引き出す数学的活動

が少ない。

・単元を一通 り終わらせることで、時数

のほとんどを費やして しまう。

研 究 の ね ら い

・課題 について、いろいろな解 き方を模索する姿勢を大切 にすることにより、多面的なものの

見方を身に付けさせる。また、 自分の考えを発表することや、他の意見を聞 き、それを発展

させることにより、論理的に考える力を伸ばす。

・適切な課題を与えることにより、定理や公式を自ら見出させることで、発見の喜びを体験さ

せる。 また、学習過程において、論理的に考えようとする姿勢を大切にし、数学的活動の楽

しさを実感させる。

研 究 の 内 容 ・方 法

○研 究のね らいに沿 って、 円周角 の定理 を題 材 と して、 下 記 の指導 内容 ・方法 の工 夫改 善 を

図 った。

1.自 分で教具 を操作 す る。→興味 ・関心 を持たせ る

2.円 を与えず規則性 のあ る2っ の角度 に着 目す る。 →問題 を発見 させ る。

3.多 様 な解法 を試 み る。→ 多面 的な ものの見方 を育て る。

4.筋 道 を立て て他 の人 に説 明で きるようにす る。 →論理的 に考 え る力 を伸 ばす。

5.円 を連想 し、定理 を導 く。→発 見す る喜 びを感得 させ る。
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皿 研 究 の 内 容

1主 題 「円 周 角 の定 理 」

2題 材 設 定 の 理 由

従 来 の 円 周 角 の 定 理 の 授 業 で は、 先 に 円周 角 の定 義 を して か ら扱 う こ とが多 か った が、 こ

こで は多 角 形 の角 度 を 求 め る演 習 を通 して、 生 徒 自 らが 円周 角 の定 理 を導 き出 せ るよ うな過

程 を考 え て み た。

まず 、 多 角 形 の具 体 的 な 角 度 を 求 め る と きに 、 各 個 人 が試 行錯 誤 し、 自分 の 考 え を発 表 し

た り他 の意 見 を聞 い た り して 、 さ らに考 え を 深 め て い く。 次 に、 い ろ い ろな角 度 を考 え る こ

と に よ って 、 それ に共 通 す る性 質 を 類 推 させ る。 そ して 、 そ の 多 角 形 の 条件 か ら円 を連 想 さ

せ、 円周 角 の定 理 を導 き出 させ る。 以 上 の よ う な数 学 的 な活 動 を 通 して 、 自 ら課 題 を 見 出 す

力 、 論 理 的 に考 え る力 を伸 ばせ る もの と考 え 、 この 題 材 を設 定 した。

3単 元 名 円周 角

4指 導 計 画

(1)円 の基 本 性 質2時 間

(2)円 周 角5時 間 【本 時1/5】

(3)円 に 内接 す る四角 形2.5時 間

(4)ま とあ0.5時 間

5本 時 の 目標

・多 角形 の角 度 を計 測 す る こ とを通 して規 則 性 の あ る2っ の角 度 の 関係 を予 想 す る。

・予想 した こ とが成 り立 っ こ とを多 様 な解 法 で確 か め 、 円周 角 の定 理 を導 き出 す。

6本 時 の展 開

分

導

・教 師用教具 を提示す る。

教 師用教具 生徒用教具

・生 徒 用 教 具 を配 布 す る。

・教 具 を 自由 に使 わ せ て 、 気 が付 い た こ とを発 表 さ

せ る。

・教 師 用教 具 で ∠BOC:1.を 提 示 し、

∠BACの 大 き さを 考 え させ て 発 表 させ る。

指 導 上 の 留 思

・ゴム のっ い た長 さの同 じ3本 の

棒 が 自由 に動 くこ とを示 す。

・興 味 を持 た せ る と と もに 自 由 に

発想 させ る。

・生 徒 用 教 具 を活 用 させ る。

欲 的 に行 わ れて い たか 。

・90。 に な る理 由 の 中 で、2っ の

直角 二 等 辺 三 角 形 にふ れ る。

一11一



展

開

30

分

・OAを 動 か した と き、 ∠BACの 大 き さが ど う な

るか を考 え させ て 発 表 させ る。

A

BOC

A
・教 師 用 教 具 で ∠BOC=140。

を提 示 し、OAを 動 か しな が ら

∠BACの 大 き さを 考 え さ せ てBO

発 表 させ る。c

・プ リ ン トを 配 布 す る。

・プ リ ン トにOAを か か せ て ∠BACを 分 度 器 で 測

らせ る。

・何 人 か に 測 っ た角 度 を 発 表 させ る。

・∠BAC=70。 で 一 定 に な る こ と と同時 に 、2っ

の例 を通 して ∠BOCと ∠BACの 角 度 に どん な

関係 が あ る のか を予 想 さ せ て発 表 させ る。

予 想 され る生 徒 の考 え 。

「∠BACは ∠BOCの 半 分 の大 き さで は な い か。」

「∠BOCは ∠BACの2倍 の大 きさ で は な い か。」

1.OAニOB=OCの と き 、

(1)∠BOC=140.の と き 、 ∠BACの 大 き さ を 計

算 に よ っ て 求 あ て み よ う 。

A

BC

(2)① ∠OAB=50° の と き、 ∠BACの 大 き さ が ど

うな るか 考 え て み よ う。

予想 され る生 徒 の考 え

ア エAA

B C B

驚
8040
0

C

・∠BACの 位 置 を確 認 す る。

・誤 差 が あ ま りに も大 きい と きは、

OAの 長 さや分 度 器 の使 い 方 を

確 認 す る。

・角度 を発表 させ るときに、 教 師

用教具 で生徒 のかいたOAの 位

置 を提示 させ る。

・角 度 が一 定 にな って い るだ け で

はな く、 どの 場 合 も ∠BOCが

∠BACの2倍 にな って い る こ

とを確 認 す る。
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・黒 板 に同 じ図 を提 示 す る。

・②① に移行す る前 に十分時 間 を

とる。

・黒 板 の図 に ∠OAB=50。 を 書

き込 む。 生 徒 に も50。 を プ リ ン

トに書 き込 ま せ る。

・1っ のや り方 で解 けた生 徒 に は、

他 の や り方 を考 え るよ う働 き か

け る。

・プ リン トに は、 自分 の考 え や 式

を書 か せ る。



イ

ウ

A

A

B C

オ
A

50事

50+xギ

0

50100+κ ぎrギ

・発 表 させ る。 式 を黒 板 に書 か せ て 説 明 させ る。

・∠OABが 、50。 よ り小 さ く、 あ るい は大 き くな

る よ うにOAを 動 か した ら∠BACは ど う な る だ

ろ うか。 黒 板 の教 具 を使 って 問 いか け、 生 徒 自 身

の教 具 を動 か して考 え させ る。

A

A

A

0

B
C

② 早 く終 わ った生 徒 に は、 最 初 に 自分 で か い た 図 の

・∠OABの 大 き さ を測 らせ て 、 ∠BACの 大 き さ

が ど うな るか 計 算 に よ って 求 め させ る。

③ ∠OAB=α 。 の と き、 ∠BACの 大 きさ が ど う

な るか 求 めて み よ う。

・発 表 させ る。

※ 予 想 が 成 り立 っ て い る こ とを 確 認 す る。

4.OA=OB=ocと い う条 件 よ り、3点A、B、

Cは どん な図 形 上 の点 で あ るか 、 最 初 の 図 に か き

入 れ て み よ う。

・い くっ もで な い場 合 、補 助 線 の

ヒ ン トを出 して 考 え させ る。 最

低 限 ア～ ウ は出 るよ うに す る。

匪 圃 与え られた課題に対 してい

ろ い ろな 解 き方 を試 み よ う と

して いた か。

・論 拠 を 明 らか に しなが ら、 発 表

させ る。

匿亜麺]数学的記号等を使 って表 し

た り、 論 拠 を 明 らか に しな が

ら説 明 で きた か。

・他 の人 の発 表 を聞 い て気 が 付 い

た こ とを プ リン トに書 か せ る。

匿壷垂]発表を聞いていて他の人の

考 えが理解 で きていたか。

・生徒用教具 を活用 させる。

匿亜垂]教具を使 った操作活動が意

欲 的に行 われていたか。

・∠OAB=50。 の と き と同 様 に

自分 で測 った角 度 で計算 させ る。

・生 徒 の発 表 した もの の 中 か ら1

っ を 選 ん で、 ∠OABを α。 に

して計 算 す れ ば よ い こ とに 気 付

か せ る。 黒板 で はイ を取 り上 げ

る。

・ 「どん な図形 上 の点 」 とい う言

葉 を い ろ い ろな 言 い方 に 置 き 換

え て 発 問 の 意 味 を理 解 させ る。

・OA=OB=ocを 強調 す る。
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予 想 さ れ る 生 徒 の 考 えA〆,一 一一…、..

・三 角 形ABC

・0を 中 心 と す る 円l

f
し

,C

B㌦ 一㌔ 一一一一/〆

・コ ンパ ス の 中心 をOに 置 き、3点A、B、Cが 円

周 上 に あ る こ とを確 認 させ る。

・∠BOCは 、 中心 角 で あ る。BOとCOの 開 き具

合 、 つ ま り中心 角 ∠BOCの 大 き さ に伴 って

∠BACの 大 き さ も変 わ って くる。

∠BACを 弧BCに 対 す る円 周 角 と い う。

円周角 の定理

1っ の弧 に対 す る円周角 の大 きさは一定で あ り

その弧 に対 す る中心 角の半分であ る。

・教 師 用 教 具 を操 作 し、 円 を 印 象

づ け る。

・黒 板 の 図 に コ ンパ スで 円 を か き

入 れ る。

・コ ンパ ス で3点A 、B、Cを 結

ば せ る こ とで 円周 上 に あ る こ と

を視 覚 に訴 え る。

・円周 角 の 定 義 と定 理 を プ リ ン ト

に書 か せ る。

匿郵垂]円周角の定理へ導くことが

で き た か。

3年 数 学 ワ ー ク シ ー ト

1.下 の図に自分でOAを かきg∠BACの 角度を測ってみよう◎

3.OA=as=oCと しますo

∠BOC=i40。 の ときg∠BACの 大きさを計算 によって求 めてみよう。

Al式 ●考え方1

鼠
BC

亭別のやり方も考えてみよう。

A〔 式'考 え方1

飯
BC

☆他の人の琵表を聞いて,気 がっいたことを書こう。

2.1.で 測った角度の大 きさについて,と んな闘像が成 り立っているか予慾してみよう。

釦 猛 氏名
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皿 授 業 の 考 察

1ア ンケ ー ト集 計 結 果 回 答 数:34一 部 重 複 回答 あ り

(1)今 日の授 業 の 内容 はわ か りま したか 。

r

よ くわ カ・っ た

{44%)
、

わか った

(41%)

わから

なかった

(6%)

、

全然わから

なかった

(6%)
'

② 「学 習 の道 具 」 を配 りま した が、 ど うで したか 。

考え るの に役立 った(59%)
考えるのに不要だった

(18%)

点が動くイメージを理解するのに

役立った(29%)

(3)自 分 で い ろ い ろ と考 え る こ とが で きま したか 。

'

自分で何通りも考えられた

(21%)
㌧

自分で は1通 り しか考 え られなか った

(56%)

、

自分では考えられなかったが,他の

人の発表を聞いて考えられた

(26%)
ノ

(4)今 日の学 習 内 容 は、 以前 か ら知 って い ま した か。

顯 甑 途中から知・ている内容だとわか・た

(9%)(35%)

初めて学習する内容だった

(56%)

(5)(4)で 「初 めて 学 習 す る内 容 だ った」 と答 え た人 の み答 え て くだ さい。

(全 回答 数 に対 す る%)
r

自分で定理 を発見で きて よか った

{32%)
㌧

始めから定理とし
て学習したかった

(12%)

、

その他

(12%)
'

(6)自 由 に感 想 を書 い て くだ さい。

・今 日は み ん な が い つ も と違 って張 り切 って い て よ か っ た と思 い ます 。 テ ス トに 出 た ら

…100%解 け るで し ょう
。 楽 しか った で す。 あ と、 「学 習 の道 具 」 が役 立 ち ま した。

・知 って い る内 容 だ った けれ ど、 「何 故 こ う な るの か?」 が わ か って よか った で す。

・初 めて 知 った 定 理 だ っ たの で 、 わ か った と き は面 白 か った。

・自分 で は1通 り しか 見 っ け られ な か った の で、 難 しか った で す。 い ろ い ろ なや り方 が あ

るん だ とわ か り ま した。

・道 具 を実 際 に使 っ た方 が 、 聞 くだ け よ りわ か りや す か っ た。

2考 察

(1)生 徒 は一 人 一 人 に与 え られ た教 具 を 自 由 に動 か し、 様 々 な形 で の試行 錯誤 を行 って い た。

(2)こ ち らが予 想 した とお り、 ∠BOC=140。 とい う条 件 だ け で は ∠BACを 求 め る こ と

はで きな か った。 ∠OAB=50° とい う条 件 を与 え た こ とで、 ∠BACを 求 め られ た生 徒

が増 え た。 た だ し、 ∠OAB=50.の 場 合 、 △ABCは 二 等 辺 三 角 形 に な る。 解 法 に 特 に

影 響 は な か った が 、 ∠OABに は50.で は な い角 を設 定 した方 が よ か った。

(3)ア の や り方 を考 え る生 徒 が 多 く、 次 いで ウを考 え る生 徒 が い た。 補 助 線 の ヒン トを 出 す

こ とで 、 イや ウを 考 え る生 徒 が 出 て き た。
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(4)∠OAB=α 。 の とき、 ∠BACを 求 め る計 算 は ア で考 え た生 徒 が 多 か っ たの で アを 取

り上 げ たが 、 文 字 を使 った式 の 計 算 で はイ の 方 が容 易 で あ っ た。

⑤ 最 初 に実 測 し予 想 した こ とが 計算 に よ って正 しか った とわ か った と き、 生 徒 の 中か ら感

動 の声 が あ が って い た。

(6)「3点A、B、Cは どん な 図形 上 の点 か」 とい う言 葉 を 「3点A、B、Cを 結 ぶ 」 と表

現 した た め、 直 線 の イ メー ジを 与 え て しま った。 教 師 用 教 具 を回 転 させ た り、0を 中心 と

して 実 際 に 円 を板 書 す る と、 視 覚 的 に効 果 が あ った と思 う。

(7)こ の時 間 に学 習 して きた 内容 が 実 は円 の こ とだ っ た と い う驚 き を与 え る こ とが で き た。

】V研 究の まとめ

今回 の研究 では、準備 にあ まり手間のかか らな いよ うに、 とい う視点 を持 った。 よ って、

教具 にっ いて も簡単 に製作 で き、 かっ効果的な ものを考案す るよ うに努 めた。実 際、教具 の

操作活動 は、生徒 の意欲 を喚起 し、 固定 され た図で は得 られ ない動的 な部 分 の理 解 を助 け、

思考 の発展へ とつ なが った。 さ らに、その教 具 に表われ る図の角度 を測 るとい う活動 は、数

学 を身近 な ものに感 じさせ、抽象性 と具体性 の媒 介 とな った。 そ うい った過程 を経 ての定理

の発見 は、生徒 に とっては貴重 な数学 的活動 の体験で あると思 われ る。

上 記 の通 り 「数学 的活動 の楽 しさを体験 し、 発見の喜 びを知 る」 は概 ね達成 で きた。

「事象を多面的 にと らえる」学 習を させ るため、 当初 は図形上のすべ ての角度 を計測 させ

ることで2つ の角度 の間 の関係 を生徒 自らに予想 させ ようと した。 しか し、計測 に時間が か

か りな おかつ不正確 であ ったために、計測 す る角を指定す るとい う変更 を余儀 な くされ た。

「論理的 に考 える力 を伸 ばす」 ため に、 自分 の考え方を発表 ・説明できるように助言 した。

また発表す る ことで 自分 の考 えを整理 させ、他 の発表を聞 くことで 自分 の考 えを深化 ・発展

させ るような働 きか けを した。

V今 後 の課題

「事象 を多面的 にと らえる」 ために様 々な解 法があ り、 「論理 的に考 え る力 を伸 ばす」 た

あにその解法 が論 証で ある課題 とい うことで、今回 は 「円周 角の定理」 を教材 とした。 この

よ うな授業展 開 は中学校で扱 う定理すべて にっ いて可能 なわけで はな い。証明が1通 りで な

い ことが前提 とな るか らで ある。他 の候補 としては例 えば 「三平方 の定理 」 が挙 げ られ る。

また、年 間の指 導計画 を考慮す る と、今回 のよ うな授 業 は学 期 に一度程度 とい うのが現状 で

あろ うが、で きるだ け増 や してい きたい ものであ る。 したが って、他 の定理 について もまだ

まだ、検討 が必要 で ある。

また、生徒 の発 表す る力 も養わ なければな らない。特 に論 理的 に考え る力 は数学 のみな ら

ず、 多方面 に渡 って発揮 され る力 であ る。 これは普段 の数学 の授業のみ な らず、総合 的な学

習 の時 間で も発揮 され る力 となる。

平成14年 度か らの新教 育課程 では 「円周角 の定理」 は2年 生 に移行す る。 そ うなれば、 生

徒 の反応 も今回 とは違 って くる ことが予想 される。 で きれば、その比較 も研究す べ きであ っ

たが、実現 で きなか った ことを付記 して お く。
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3班(選 択教科 としての 「数学」)

1研 究の構想

楽 しみなが ら自 ら課題1取 り組 む選択 授業 の工夫

生 徒 の 実 態

・個 々の習熟 の程度 の差が大 きい。

・基礎 ・基本 が定着 していない。

。数学嫌 いが少 な くない。

・受験教科 と して考 えてい る。

・考 え ることを さける傾 向があ る。

指 導 の現 状 と課 題

・生徒が 自ら課題を見っける数学的活動

が不足 している。

・一斉授業に終始 しがちである。

・指導計画の見直し及び指導の重点化が

図 られていない。

研 究 の ね ら い

・身 の回 りにあ る考 えやすい教材、 または生徒 が主体 的に取 り組 みやすい教材 を扱 うことによ

り、生徒 が 自ら学 び、 自 ら考えよ うとす る意欲 を高 め ることがで きる。

・導入部分 をていね いに行 い、資料 や ワークシー トを工 夫す ることにより、 学習内容 に興 味を

もっ ことがで きる。

・考え させ る時間を十分 とることによ り、個 に応 じた取 り組みが展開で きる。

。点字 の解読 をす る中で、規 則性 を発見 し、数学 的な見方 や考 え方 の よさを知 ること、 日常の

生活 の中での数学 の必要性 ・有用性を実感す ることを通 して、数学 を学習す る意義を知 るこ

とがで きる。

・点字 に触れ ることで、福祉や ボラ ンテ ィア活動等の動 機付 けにな り、数学 の授業 を総合的 な

学習の時間 に生かす ことがで きる。

研 究 内容 ・方 法

1.選 択授業に関する生徒の実態調査(事 前 ・事後アンケー トによる調査の実施 と分析)

2.研 究構想図を作 り、研究のねらいを明確にする。

3.実 践例 〈3年 選択授業を通 して〉 ①点字の規則性を発見する。

②点字を活用 し、「場合の数」を学習する。

4.選 択授業を重視するための指導の工夫 ①グループ学習の工夫

②課題学習の改善 ・充実
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皿 研究 の内容

1教 材工夫 の観点

新学習指 導要領で、『選択教科 と しての 「数学」 は、生徒 の特性等 に応 じ多様 な学 習活動

が展 開で きるよう、第2の 内容 その他の 内容で各学校 が定 め るものにっいて、課題学 習、 作

業、実験、 調査、補充的 な学習、発展的 な学習 な どの学習活動 を各学 校 において適切 に工夫

して取 り扱 うもの とす る。』 と記 されてい る。

平成14年 度の新学習指導要領完全実施 を見据 え、 今後 の選択授 業の重要 性を押 さえ、研 究

のね らい に沿 い、次 の点 に留意 し教材 を設定 した。

(1)数 学 のよ さがわか る もの

② 選択の授業だか らこそ扱 え るもの

(3)身 の回 りにある考 えや すい題材 で、 楽 し く、学習 して よか った と感 じられ る もの

(4)2～3時 間 の短時間 で扱 え るもの

㈲ グループ学習 に適 した もの

(6)問 題解決能力 を育 て られ る もの

(7>数 学的 な見方 や考 え方 を育て られ るもの

⑧ 「総 合的な学 習の時間」 や他教科へ発展性 のある もの

以上 の観点 を うけて、 「点字」 を扱 うことに した。点字 に隠 されて いる規則 性 を発見 し、

日常生活 の中 での数学 の必 要性、有用性 を実感 させ る もの と した。

2学 習指導案

(1>単 元 名 「点 字 と数 学 」

(2)指 導 計 画1時 限 目 「生 活 の中 の点 字 と意 味 」

2時 限 目 「規 則 性 を見 つ け る」

3時 限 目 「規 則 性 の限 界 」

(3)目 標 第1時 限 目 ・点 字 に興 味 を もち、1っ の 文字 が6っ の 点 で 表 され る こ と を知

る。

第2時 限 目 ・点 字 の規 則 性 を 見 つ け る。

・規 則 性 の限 界 を知 り、 「わ 」 行 と 「や」 行 に っ い て、 な ぜ 表 せ

な い の か を考 え る。

(4}第1時 限 目 指 導 案

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価

・本 時 の 内 容 を 説 明 す る。 ・点字 の勉 強をす ることを確認 させ

導 ・ ジ ュ ー ス と ビ ー ル の 缶 の 違 る 。

いを どの よ うに判別す るか ・生活 に即 した ものを使 い興味 を も

考 え る。 た せ る 。

入
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展

開

ま

と

め

〈 ワ ー ク シ ー ト① 〉

・実物(ビ ール の缶)や 写 真

(電 話)に つ い て い る点 は

何 を 表 して い るか 考 え る。

例(お 酒)

・ …

…

・ ・

・グ ル ー プ を作 りお 互 い に 話

し合 う。

(読 み 方 や 何 文 字 書 い て あ

るか)

・ヒ ン トを与 え 、 さ らに 区 切

り方 を話 し合 う。

・班 で ま と め た こと を発 表 す

る。

〈 ワー ク シー ト② 〉

・絵 を見 て さ らに問 題 を解 く

・答 え合 わせ を し確認 す る。

〈 ワー ク シー ト③ 〉

'ワ ー ク シー ト① ・② の 例 題

を利 用 し問題 を解 く。

U仮
●

○

○

●

●

○

●

○

●

○

●

●

○
●

●

○
○

●

え ほ ん

・答 え合 わ せ を し確 認 す る。

・次 回 の流 れ を 聞 く。

身 近 に あ る点 字 を 探 し て

(で きれ ば 写 して)く る。

・ヒン トを与 え ず グル ープ毎 に考 え

させ る。

・机 間 指 導 を しな が ら、 教 師 は 支 援

す る。

・1文 字 が6つ の 点 で 表 せ る こ と を

理 解 させ る。

④

⑤
⑥

①

②

③

合 わ せ て、 そ の点 の 番 号

も理 解 させ る。

・文字数や区切 り方 を利用 して解 か

せ る。

・い くっ か の文 字 を手 が か りに 点 字

を読 め る よ うに さ せ る。

・次 回 はさ らに例 文を五十 音表 に書

き入 れ、規 則性 を見っ ける。

・意 欲 的 に考 え て

い る か。

・話 し合 い が 活 発

にで きた か。

・班 員 に 自分 の意

見 が 言 え たか。

・他人の意見を しっ

か り聞 いて 理 解

で き たか 。

・一 人 一 人 が 積 極

的 に取 り組 ん で

い る か。

・い くっ か の 文 字

を利 用 す る こ と

で点 字 が読 め る

よ うに な る こ と

に気 付 い た か。

3氏

聞〕さらに下の●taiに してmmaい てnaeaxて み よう.
`● 凸 を嶺し2†,

(ウ)

團圏

(ユ 」)

圏團圏

(オ')

國國圏國

(カ)

圏國圏囲

蜜
園
囲
魑

1闇闇1さ らi『トの園を・#に して何が書いてA3か 篠えてみよ 与

ワ 三 ξ 一

【● 凸 を衰しま†,

エア レお 　

四岡圏
お さ け

(71　 　

國圏
は ね

工わ ア ノリカ

闘國囲國
あ ふ り か

{1〕

圃國國團
()

〔り

圏圏團
()
IaI

3年 紺 欝氏名

エイ　 コイノ

國圏團
こ い ん

こしレ テ　ス

團國魍
て に1

　カぼぼビバ

國團囲圓
ほ1ま え み

この

團圏國圏
()

圃國團困圏岡國
()
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(5)第2・3時 限 目 指 導 案

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価

・前 時 の復 習

導
(例)・ コ イ ン ・ お さ け ・1文 字 が6点 で 示 され る こと を 確

・ ア フ リ カ ・ほ ほ え み 認 す る。

入
・ は ね ・ テ ニ ス ・グル ー プ毎 に記 入 を確 認 させ る。 ・正 確 に記 入 して

(1グ ル ー プ2,3人 が 望 ま し い) い る か 。

〈五十音表①〉

一 ・前時 の例文 を五 十 音

規 表 に書 き入 れ る。

則

性
・例文 で示 された文 字 ・ヒ ン トを 与 え ず 、 グ ル ー プ毎 で 考 ・話 し合 い が 活 発

を 以外の点字表示 を記 え さ せ る 。 にで きて いるか。

発 入 す る。 ・机間指導 しなが ら教師 は支援す る。 ・意 見が相 手 に伝

見

し
・確 認問 題 を提示 し、 考 え方 をチ ェッ え られ た か。

ま ク す る 。

展
と ド繋 ～ ・ ・謬

め ・提示 された確認 問 題 ㌧

τ
る

を解 く。(浮 島)
・ 、 ・ツ 嫡

一
漕

う き し ま
襖 ・二 残 ㌔

●● ●○ ●○ ●○
'一 一{縛

○○ ●○ ●● ○● レぜ ・レ愛/

ノ臨

○○ ○● ○● ●● 」ノ ぐ『瀞 レ
剛 ノ 拶

〈五十音表②〉

象噴』
、・ ノL2_ ・五十 音表が正 確

開
・早 い グ ル ー プ は発 表 用 紙 に ・遅 い グ ル ー プ に は五 十 音 表 の 完 成 に完成 で きたか。

記 入 す る。 によ って規則性 の発 見を促 す。

〈規則性〉

○ あ の 段 、 い の 段 、 … … の

灘}

・規則性 が理 解 で

規則性 も き た か 。

○ ア 行 、 力 行 、 … … の

規則性

○母音、子音 の規 則性
繍謎癖 蒙餐

聖・・鰯.㌦

〈ワ ー ク シ ー ト④ 〉 ・点 字 の6つ の点 の 中 の 母 音 、 子 音

ま ・ ワ ー ク シ ー トを 参 考 に 規 則 を表す位置 を しっか り確認す る。 ・規則性 が理 解 で

と 性 を まとめ発表す る。 o● ①②④ …… 母音 き た か 。

め 00

oO ③⑤⑥ …… 子音
　 一
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〈ワ ー ク シ ー ト⑤ 〉 ・上 の規 則 性 で は表 せ な い こと を 気 ・子音を表す3個

発
・ 「や

、 ゆ 、 よ 、 わ 、 を 」 を 付 か せ る。 の点で表す こと

表す点字 が作成 で きるか。 が で き るの は、

グ ル ー プ で話 し合 う。 ・なぜ で きな い のか を考 え させ る。 ア 行 、力 行 … ラ行

・で きな い理 由 を発 表 す る。 の8(=23)通

展
り しか な い こ と

が理解 で きたか。

五 十 音 表(教 師用)氏名五 十 音 表

あ段 い段 う段 え段 お段

ア 守予 ・圏 ・圏 ・團 ・四 ・團

力 行 ・國 ・國 ・図 ・國 ・國

サ 行 ・國 ・園 ・團 ・國 ・國

タ 行 ・圏 ・團 ・圓 ・國 ・團

ナ 行 ・圏 ・國 ・團 ・國 ・團

ノ 、 守了 ・圓 ・囮 ・國 ・圓 ・國

マ 守了 ・圓 ・圓 ・圓 ・國 ・國

ヤ 行 ・圓 ・團 ・國

ラ 行 姻 ・團 ・團 ・圏 ・圏

ワ 行 ・圏 ・麗 ・圏 ・團

・圓

あ段 い段 う段 え段 お段

ア 行 ・國 ・國 ・國 ・團 ・圏

力 行 ・圏 ・國 ・國 ・團 ・國

サ 行 ・圏 ・國 ・國 ・國 ・國

タ 行 ・國 ・國 ・國 ・圃 ・國

ナ 行 ・團 ・團 ・圏 ・國 ・團

ノ、行 ・團 ・團 ・團 ・團 ・圃

マ行 ・國 ・國 ・圃 ・國 ・圏

ヤ 行 ・圃 ・國 ・圏

ラ 行 ・圏 ・國 ・國 ・團 ・國

ワ 行 ・國 棚 ・圏 鯛
・團

團
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皿 授 業 の ま と め

1.ア ンケ ー トの集 計 回 答 …122人(ア ンケ ー ト実 施5校)

1【質 問1】 あ な た は、 「点 字 」 の規 則 性 が理 解 で きま した か。1

よ く理解 で きた

理解できない

32人(26%)

14人(11%)

理解できた

全 く理解できない

74人(61%)

2人(2%)

1【質 問2】 あ な た は、 この 課 題 に興 味 を 持 って 取 り組 め ま したか 。1

積極的に取 り組んだ

取 り組んでいない

38人(32%)

14人(11%)

取 り組んだ

全 く取 り組んでいない

70人(57%)

0人(0%)

1【質 問3】 あ な た は、点 字 の こと を もっ と深 く知 りた い と思 うよ うに な りま した か。1

とて も思 うよ うに なった

思 うよ うにな らな い

21人(17%)

27人(22%)

思 うよ うにな った

全 く思 うよ うにな らない

70人(57%)

4人(4%)

1【質 問4】 あ な た は、 グル ー プで 協 力 で き ま したか.1

自主的に協力できた

協 力で きなか った

23人(19%)

32人(26%)

協力できた

全 く協力 で きなか った

65人(53%)

2人(2%)

匡 質 問5】 「点字」 と 「数学」 には、 どん な関係が ある と思 い ますか.i
・数 の規 則 性 が あ る。

・点 の組 み 合 わ せ で 何 通 り もで きる と い う関 係 が あ る。

。わ か らな い。 ・二 進 法 ・比 例 ・規 則 と証 明

・点 字 はア 行 の 点 に違 う点 を足 した り引 い た りす る か ら関係 が あ る と思 っ た。

・五 十 音 表 を 作 る と き、 数 学 的 な考 え だ った気 が した。

・あ る もの を基 準 に して 考 え て い く と ころ に関 係 が あ る と思 った。

1【質 問6】 この 「点字」の授業 の感想 を書 いて下 さい。1
・知 らな い こ とが た くさん あ った。 も っと い ろ い ろ な こ とを知 りた い と思 った。

・小 学 校 の と きの 国 語 で や っ たが 、 今 回 は 自分 で考 え て とて も勉 強 に な っ た。

・規 則 性 が分 か る と簡単 だ っ た。

・点 字 の規 則 性 が分 か って 興 味 が 持 て た。

・ロー マ字 み た い にで きて いて す ごい と思 った。

・今 度 点 字 を見 か けた ら読 ん で み よ うと思 った。

・町 で見 か け た点 字 が気 に な った。

・点 字 を学 ぶ こ と に よ って 身 の回 りが 広 く見 え る よ うな気 が した。

2.生 徒 の変 容

生徒の実態 授業時の反応 授業後の様子

生徒A
数学に興味をもっている。

(点字 に初めて触れた)

強 い関心 を示 した。 成 り立 ちに驚 き、福祉 に関心

を示 した。

生徒B
計算 は得意である。

(小学校の時に学習 した)

すべてに共通する規則性を追

究 した。

規則の限界を場合の数を使 っ

て証明でき、満足 した。

生徒C
数学 を苦 手 と して いる。

(点字に興味をもっていた)

特に成 り立ちに関心を示 した。 身近な点字を収集 して読 もう

としている。
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3.授 業 の考察

(1>導 入 において、缶 ビールや点字新 聞な ど実 際の点字 に触れた ことで、今回 の課題 は生徒

にと って身近 な ものにな り、意欲的 に取 り組 む きっか けとなった。

② 少人数 の グループ編成 は、充分 な意見交換を可能 に し、積極的 に参加 していた。

(3)点 字 は小学校 の時に国語で紹介 され たり、駅 の券売機や公衆電話な どで普段 目に した こ

とがあ る生徒 が多 くいた。 しか し、 その規則性 にまで 目を向ける ものはな く、 これが きっ

か けとな り、他 の規則 的な ものの発見や見方 の動機付 け とな った。

(4)選 択授業で取 り上 げることでゆ とりを もった取 り組 みがで き、生徒 の実態 に応 じて数学

的活動 に多 くの時間をか けることがで きた。 さ らに、五十音表 を完成 させてい く中 で試行

錯誤 しなが ら行 うことは、論理的思考 を促 す上 で効果 的であ った。

(5)規 則性 の限界 を数学的 に証明す ることで、数学の有 用性を実感す る生徒 もいた。

(6)授 業後、拗音 や濁音、数字や記号の表 し方 など点字 に興味 を もつ生徒や生活 の中にあ る

点字 の使 われ方 や視覚 障害者 の生活 などに思 いを寄せ る生徒が いて、 この課題が様 々な発

展 をす ることが予想 され る。

N研 究 の ま とめ

今 回 、 生 徒 が 主 体 的 に取 り組 み や す い教 材 と して、 選 択 授 業 の 中 で 「点 字 」 を数 学 の視 点

か ら も扱 え る ので は な いか 、 と い う考 え を イ ンタ ー ネ ッ トや 教 科 書 の補 充 問題 な どか ら見 っ

け、 実 際 に取 り上 げて み る こ とに した。 初 め て こ の 「点 字 」 に触 れ た と き、 これ に は多 くの

数 学 的 な活 動 に か か わ る部 分 が含 ま れて い る と直 感 した のだ が 、 そ れ を具 現 化 して い く過 程

で は苦 労 す る と ころ も多 か った。 実 際 の授 業 の場 面 で は、 主 体 的 に考 え よ うと い う意 欲 が 感

じ られ、 ま た、 い わ ゆ る数学 の得 意 不 得 意 にか か わ りな く、 普 段 の授 業 で は発 言 の少 な い生

徒 も意 欲 的 に楽 し く取 り組 め て い た。

ま た、 ワ ー ク シー トも解 答 ・規 則 性 を誘 導 す る もの で な い よ う に注意 して作成 した ことや、

選 択 授 業 の枠 の中 で ゆ と りを も って 考 え る時 間 を 確 保 した こ と も生 徒 の 主 体 的 活動 を促 す こ

とに っ なが った と考 え られ る。

点 字 の解 読 を す る中 で ワー ク シー トを与 え る前 か ら 自分 で五 十 音 表 に ま とめ、 規 則 性 を見

いだ そ う とす る生 徒 もい た り、 違 った角 度 か ら規 則 性 の発 見 に ア プ ロ ー チ す る生 徒 も い た 。

生 徒 は分類 整 理 す る こ とで 、 よ り規 則 性 を発 見 しや す くな る と感 じる こ とが で きた。

この教 材 の 導 入 で は福 祉 的 な観点 か ら興 味 を もたせ て い ったが、今 回 の学 習 で規則 性 を知 っ

た こ とで 、 単 な る知 識 と は違 う面 か ら 「点 字」 を と らえ る よ うに な り、 「点 字 」 の 成 り立 ち

か ら も福 祉 や ボ ラ ンテ ィァ に対 す る考 え を深 め る可 能 性 が 大 い に あ る。

この よ うな点 か ら も、 数 学 と総 合 的 な学 習 の時 間 との か か わ りな ど に お い て発 展 させ て い

くこ とが で き る。
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V今 後の課題

1.身 近 な教材、生徒 が興 味 ・関心 を示す よ うな教材 とい うことで 「点字」 を取 り上 げたが、

「点字」 と 「数学」 の関連性 にっ いて、今一 つ理解 がで きていない生徒 も少な くなか った。

学習内容 に興味 を もたせ る意 味で は、導入部分が大切だが、逆 に数学 の学習 であ るとい う

意識が薄 れて しまわないよ う気 をつ けた い。

2.「 点字」 の解読 が学 習のね らいで はな く、数学的 な見方 や考 え方 か ら点字 の規則性 に気付

くことが学習 の重点 であ ることを示 したい。 その ためには生徒 の習熟 の程度 に応 じて、五十

音表や ワー クシー トの工 夫な どが必 要で ある。

3.規 則性 を発見す ることで数学 のよ さや有用性 に気付かせ るため、今回 の題材 を さらに発展

させ、点字 の規則性 と同 じよ うな教材 を取 り上 げて継続的 な学習 を進 めてい くことが大切 だ

と思 う。

4.こ こで、今後 の授業発展例 をあげ る。

(1)規 則性 の発展例

① ハ ングル文字 や ローマ字 の規則性

母音子音 a 1 u e 0

あ行 a i u e 0

か行(k) ka ki ku ke ko

さ行(s) SS S1 ● ● ●

② 手旗信号や モールス信号 の規 則性

(2)場 合の数の発展例

① ナ ンバ ープ レー トか ら何台(車)登 録 されて いるか判断す る。

② 電話番号の登録数

⑧ 点字 を利 用 した授業 の発展例

①2進 法 か ら10進 法 に直 す 。

o●

00

00

・

0

.....1

・… ・0と し た と き
、

(さ) ○

●

●

●

○

○

oo● ●oO

100011cz>

=35

② 平方根の大小関係

o・

o・

● ●

・O

O・

・ ・

布

口
<

O・

o・

・ ・

・O

・ ・

・ ・

返
③ 計算問題

1
十52

●

●

●

○

○

●

○

○

○

●

○

○

●

○

○

○

○

●

●

●

●

○

○

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

○

●

○

●

●

●

○

○

●

○

●

○

●

○

○
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